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はじめに 1
1 はじめに

1.1 ようこそ
Printgroove POD Administration Manager は、Printgroove POD　
Suite のWebサービスモジュールです。インターネット上で、ジョブの
送信やカスタマイズ、プルーフチェック、処理状況の確認などを行うこと
ができます。

このユーザーガイドでは、Printgroove POD Administration Manager
の使用方法を説明します。

登録商標について

KONICA MINOLTA、KONICA MINOLTAロゴ、シンボルマーク、
Giving Shape to Ideas、bizhub、bizhub PRO、bizhub PRESS、
Printgroove は、コニカミノルタ株式会社の登録商標または商標です。

PDFNet SDK is copyright PDFTron Systems 2001-2006 and 
distributed by KONICA MINOLTA, INC. under license. All rights 
reserved.

Portions Copyright © 2001 artofcode LLC.

このソフトウェアは、Independent JPEG Groupの助力を得ています。

Portions Copyright © 1998 Soft Horizons.

All Rights Reserved.

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標また
は商標です。

LEADTOOLSは、LEAD Technologies, Inc. の登録商標です。

Artifex、Artifex ロゴ、Ghostscript およびGhostscript ロゴは、
Artifex Software, Inc. の登録商標です。

Adobe、Acrobat およびPostScript は、アメリカ合衆国およびその他
の国におけるAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の
登録商標または商標です。

Intel および Pentiumは、アメリカ合衆国およびその他の国におけるイン
テルコーポレーションおよび子会社の登録商標または商標です。

Microsoft およびWindows は、米国Microsoft Corporation の米国お
よびその他の国における登録商標または商標です。
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はじめに 1

Sun、Sun Microsystems、Java およびSolaris は、米国Sun 
Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商
標です。

また、Printgroove POD Suite に組み込まれているサードパーティ製品
やPrintgroove POD Suite が使用しているサードパーティ製品をすべて
以下に記載します。 

AJS JavaScript Library

サイト：http://orangoo.com/AmiNation/AJS

ライセンス：MIT X-11

バージョン：該当なし

著作権：2005 Bob Ippolito、2006 Amir Salihefendic

Apache HTTP Server

サイト：http://httpd.apache.org/

ライセンス：Apache 2

バージョン：2.0.55

著作権：ライセンスを参照

Behavior

サイト：http://bennolan.com/behaviour/

ライセンス：BSD

バージョン：1.1

著作権：Ben Nolan and Simon Willison

GhostScript

サイト：http://www.ghostscript.com/awki/Ghostscript

ライセンス：Artifex OEM Agreement

GreyBox

サイト：http://orangoo.com/labs/GreyBox/

ライセンス：LGPL 2.0

バージョン：3.45

著作権：2006 Amir Salihefendic
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Java

サイト：http://java.sun.com

ライセンス：Java 配布ライセンス

バージョン：1.5

著作権：2001-2005 Sun Microsystems, Inc.

libccgnu2

バージョン：1.3

ライセンス：GNU GPL

Libxml++

バージョン：2.6

ライセンス：GNU LGPL

log4net

サイト：http://logging.apache.org/log4net/

ライセンス：Apache 2

バージョン：1.2

著作権：ライセンスを参照

Lucene.Net

サイト：http://incubator.apache.org/lucene.net/

ライセンス：Apache 2 Version：2.0

著作権：ライセンスを参照

mod_mono

サイト：http://www.mono-project.com

ライセンス：Apache 2

バージョン：1.1.10

著作権：2002, 2003, 2004 Novell, Inc.

Mono

サイト：http://www.mono-project.com

ライセンス：MIT X-11

バージョン：1.1.13.8

著作権：2001-2005 Novell, Inc.
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NPGSQL

サイト：http://pgfoundry.org/projects/npgsql

ライセンス：LGPL 2.0

バージョン：0.7

著作権：2002 The Npgsql Development Team

PDFNet

サイト：http://www.pdftron.com/net/

ライセンス：LGPL 2.0

Phil & Matt Spaces

サイト：http://www.cowarthill.com/PMS

ライセンス：LGPL 2.0

バージョン：0.6.37

著作権：2004-2007 Matthew Metnetsky & Phil Tricca

PostgreSQL

サイト：http://www.postgresql.org

ライセンス：BSD

バージョン：8.1

著作権：1996-2003 The PostgreSQL Global Development 
Group

Prototype

サイト：http://prototype.conio.net

ライセンス：MIT Style

バージョン：1.5.0_rc0

著作権：2005 Sam Stephenson

Script.aculo.us

サイト：http://script.aculo.us

ライセンス：MIT Style

バージョン：1.6.1

著作権：2005 Thomas Fuchs
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SWFUpload

サイト：http://swfupload.mammon.se/

ライセンス：MIT

バージョン：0.8.6

著作権：© 2007 Mammon, Lars Huring, Olov Nilzén

TinyMCE

サイト：http://tinymce.moxiecode.com

ライセンス：LGPL 2.0

バージョン：2.0.6.1

著作権：2003-2006 Moxiecode Systems AB

Tomcat

サイト：http://tomcat.apache.org

ライセンス：Apache 2

バージョン：5.5

著作権：ライセンスを参照

XPS

サイト：http://www.mono-project.com

ライセンス：MIT X-11、バージョン：1.1.10

著作権：2002, 2003, 2004 Novell, Inc.

YAHOO UI Library

サイト：http://developer.yahoo.com/yul

ライセンス：BSD License、バージョン：2.2.0a

著作権：2007 Yahoo! Inc.

本書に記載されているその他の会社名、商品名は、該当各社の登録商標ま
たは商標です。

Copyright © 2007 KONICA MINOLTA, INC.

本書で使用されている画面は、実際のものと異なる場合があります。

本書に記載されている情報は、予告なく変更される場合があります。
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1.2 Printgroove POD Suite の概要
Printgroove POD Suite は、CRD/ プリントショップのためのデジタル
ワークフローソリューションツールです。Printgroove のモジュールは柔
軟に設計され、小中規模のプリントショップ向けに最適なソリューション
ツールです。

Printgroove POD Suite には 3つのモジュールがあります。

- Printgroove Administration Manager：Printgroove PODシステ
ムを管理するためのWebユーティリティです。このユーティリティを
使用すると、サーバーの構成、ライセンスおよびシステム設定の制御、
レポートおよび更新の監視をすることができます。

- Printgroove POD Ready：Make Ready（仕上げ）用ツールです。
自動 /手動による割付、ページレイアウト、最終段階での編集をすべて
サポートします。

- Printgroove POD Queue：印刷管理アプリケーションです。プリン
タの状況を監視し、プリントジョブの処理状況を把握することができま
す。プリンタに送信されたジョブの処理、処理済のジョブの工程を監視
し、印刷直前のジョブチケット編集にも対応しています。

Printgroove POD Suite は、以下の機能により生産性を向上させ、印刷
の人的ミスを回避します。

- Printgroove POD Queueは、最適な出力エンジンを選択して、自動
的にジョブを処理します。

- Printgroove POD Queueは、ジョブチケットのエクスポート /イン
ポート機能をサポートします。これによりジョブチケットが変更できる
ようになります。また、再印刷が簡単になり、印刷ジョブの処理能力が
向上します。

- Printgroove POD Ready は、Make Ready（仕上げ）用のアプリ
ケーションです。シングルクリックで起動し、アクティブなQueue 
ジョブを編集できます。

さらにPrintgroove POD Suite には、オリジナルファイルを JDF/PDF
に変換し、ジョブを直接Printgroove PODの各モジュールに送信できる
Printgroove POD Driver が同梱されています。
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1.3 Administration Manager のシステム要件

クライアントコンピュータ

1.4 本書の構成
本書は、それぞれの章でPrintgroove PODを使用するための操作方法を
説明しています。

第2章：システム管理

この章では、使用許諾契約への同意、Administration Manager の［ホー
ム］ページへのログイン、Administration Manager の［パスワード］の
変更について説明します。

第3章：Administration Manager の使用方法

この章では、Printgroove POD Administration Manager が提供する主
要な機能の操作方法について説明します。

Webブラウザ（Windows 用）

Internet Explorer 10.0 以降

Mozilla Firefox 32 以降

Google Chrome
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2 システム管理
POD Queue Windowsサーバーをインストールします。インストールと
設定（Printgroove POD Administrator を使用）が完了すると、Queue
クライアントがサーバーを使用してジョブを処理できるようになります。
Queueクライアントは単独のソフトウェアで、ライセンスが付与されて
いるユーザーの各コンピュータにインストールする必要があります。1台
のコンピュータで実行できるのは、POD Queueサーバーと単一のPOD 
Queueクライアントです。

Printgroove POD Administration Manager を使用すると、サーバーの
設定、システム設定のカスタマイズ、システムレポートやアップデートの
監視ができます。

Administration Manager を使用するには、最初にPrintgroove POD 
Queueサーバーをインストールします。Printgroove POD Queueサー
バーをインストールしたコンピュータの IPアドレスをメモしておきます。
この IPアドレスは、Administration Manager へのアクセスに使用しま
す。Administration Manager からQueue クライアントをダウンロード
してローカルに保存できます。ダウンロードしたQueue クライアントを
ユーザーに配布し、各システムにインストールできます。（ライセンス制限
が適用されます。）（Queueクライアントのダウンロード手順については、
「QueueおよびDriver の実行ファイルのダウンロード」（p. 3-6）をご覧
ください。）

この章では、Printgroove POD Administration Manager の以下の操作
手順について説明します。

- ログインとEULA（使用許諾契約）

- Administration Manager のホームページへのアクセス

- Administration Manager の［パスワード］や［使用する言語］の変
更
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2.1 Administration Manager ホームページ

Administration Manager へのログイン方法

1 ［PGQueueServer.exe］がインストールされているコンピュータ
の IPアドレスをメモします。

2 ブラウザを起動し、以下のアドレスを入力します。

‒ http://xxx.xxx.xxx.xxx:8180/admin/（x には、IPアドレスの値
を入力）

3 ［ログイン］画面が表示されます。

4 ［ユーザー名］と［パスワード］を入力します。初期設定値は、以下
のとおりです。

‒ ［ユーザー名］：

 ‒ ［パスワード］：
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システム管理 2

5 間違った［ユーザー名］または［パスワード］を入力すると、エラー

画面が表示されます。

6 ログイン完了後、アプリケーションの初回起動時に［ソフトウェア使
用許諾書］（EULA）画面が表示されます。

7 ［EULA言語の選択］ドロップダウンリストから使用許諾契約を表示
する言語を選択します。以下のオプションがあります。英語、日本
語、フランス語、ドイツ語。

8 選択された言語で使用許諾契約が表示されます。スクロールしてお読
みください。

9 ［同意します］をクリックして続行します。［同意しません］をクリッ
クすると、ログイン画面に戻ります。

10［同意します］を選択した場合は、Administration Manager の
［ホーム］画面が表示されます。
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2.2 Administration Manager ホームページ
Printgroove PODシステムの設定には、画面左側のメニューを使用しま
す。オプションをクリックすると、メインパネルに設定が表示されます。
（メニューオプションの詳細は、第3章で説明します。）

［ホーム］ページのメインパネルには、次の項目が示されます。

‒ ［ホスト］：Printgroove POD Queueサーバーをインストール
したコンピュータの IPアドレス。

‒ ［総容量］：コンピュータのOSがインストールされているハード
ドライブのストレージ領域の合計サイズ。

‒ ［使用］：データの保存に使用されているコンピュータ上の領域の
サイズ。 

‒ ［フリー］：データの保存に使用できるコンピュータ上の空き領域
のサイズ。
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ログインが完了すると、Administration Manager のホーム画面が表示さ
れます。 

‒ 左側にメニューボタンが表示されます。ボタンをクリックします。
2階層目のメニューがないオプションの場合は、選択したオプ
ションの内容がメインパネルに表示されます。

‒ メニューボタンに複数の機能がある場合は、メニューボタンをク
リックすると、2階層目のメニューのボタンが開きます。2階層
目のメニューのボタンをクリックすると、選択したオプションの
内容がメインパネルに表示されます。

‒ メニューと 2階層目のメニューボタンの操作で表示するメインパ
ネルには、さらにモジュールリストの選択肢がある場合がありま
す。

‒ メインパネルのモジュールリスト項目を選択すると、メインパネ
ル内の表示が変わります。
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2.3 ［プロフィール］、［ヘルプ］、［ログオフ］オプション
［プロフィール］、［ヘルプ］、［ログオフ］オプションは、Administration 
Manager のどの画面でも右上に固定で表示されます。

［パスワード］の変更

1 ［プロフィール］リンクをクリックします。このリンクは、
Administration Manager のどのページでも右上に表示されます。
［プロフィールの編集］画面が表示されます。

2 ［パスワード］フィールドに新しい値を入力し、［パスワードの確認］
フィールドに同じ値を再入力します。

3 ［言語］ドロップダウンリストから言語を指定します。この項目は必
須項目です。

4 ［送信］をクリックします。新しいパスワードが保存され、次回ログ
インにはこのパスワードの入力を求められます。［キャンセル］をク
リックすると、変更内容が破棄されて、画面が閉じます。
Printgroove POD Administration Manager 2-6
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［Application Language］の変更

プロフィールにも、［言語］のオプションがあります。Administration 
Manager の初期設定では、クライアントやサーバーのOSの言語に関係
なく英語で表示されます。この値は変更できます。

1 ［プロフィール］リンクをクリックします。このリンクは、
Administration Manager のどのページでも右上に表示されます。
［プロフィールの編集］画面が表示されます。

2 ［言語］ドロップダウンリストから言語を指定します。［送信］をク
リックします。新しい言語オプションが保存されます。［キャンセル］
をクリックすると、変更内容が破棄され、画面が閉じます。

3 ログアウトして、再度ログインします。選択した言語でアプリケー
ションが表示されます。

ログオフ

1 ［ログオフ］リンクをクリックします。このリンクは、
Administration Manager のどのページでも右上に表示されます。
［プロフィールの編集］画面が表示されます。

2 ログイン画面に戻ります。［ユーザー名］と［パスワード］のフィー
ルドは空白です。

3 Administration Manager が起動している場合は、10時間以上操
作をしないと自動的にログオフします。自動的にログイン画面に戻
り、［ユーザー名］と［パスワード］のフィールドが空白で表示され
ます。

ヘルプの使用

1 ［ヘルプ］リンクをクリックします。このリンクは、Administration 
Manager のどのページでも右上に表示されます。

2 ヘルプは、コンテキスト依存で、Administration Manager のアク
ティブなページに関連のあるトピックが表示されます。開いたヘルプ
画面から、すべてのヘルプ画面に移動できます。
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3 Administration Manager の使用方法
Administration Manager にログインすると、［ホーム］ページが表示さ
れます。左側のメニューボタンを使用すると、Administration Manager
の主要な機能にアクセスできます。メニューや2階層目のメニューボタン
をクリックすると、メインパネルに設定の状況または変更が表示されます。 

このセクションでは、以下のメニューオプションについて説明しています。

- ホーム

- 管理

- ライセンス

- ログ

- 設定

- バックアップ

- 復元

- リーガル情報
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3.1 [ ホーム ]メニューオプションの使用方法
メニューオプションの［ホーム］をクリックして、［ホーム］ページを開き
ます（この画面の機能については、「Administration Manager ホーム
ページ」（p. 2-4）をご覧ください）。

3.2 ［管理］メニューオプションの使用方法
メニューオプションの［管理］ をクリックして、［管理］ページを開きま
す。2階層目のメニューボタンはありません。メインパネルにはモジュー
ルリストの選択肢［Queue］および［システム］の2つの項目がありま
す。 

初期設定では、［Queue］の内容がメインパネルに表示されます。

［管理］→［モジュール］→［Queue］の順に選択すると、以下のオプ
ションが表示されます。

‒ ［URL］：Printgroove Queueサーバーが格納されているファイ
ルの場所です。また、このオプションを使用すると、Queueク
ライアントとDriver 実行ファイルをダウンロードするページにア
クセスできます。詳細は、「QueueおよびDriver の実行ファイ
ルのダウンロード」（p. 3-6）をご覧ください。

‒ ［ステータス］：Queueクライアントへのログインアクセス状況
が表示されます。 

‒ ［バージョン］：コンピューターにインストールされている
Queueクライアントのバージョンです。

‒ ［注記］：このページに表示されたQueue のカスタマイズの詳細
です。
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3.2.1 Queue へのログインアクセスの管理
［管理］→［モジュール］→［Queue］の順に選択すると、Queue クラ
イアントモジュールへのユーザーのログインアクセスを管理できます。

初期設定では、アクセスが許可され、［ステータス］値は［使用可能］で
す。 

問題を解決する必要がある場合は、アクセスを［使用不可］にできます。
［ステータス］の値を［使用不可］にすると、アクティブなクライアント
ユーザーは作業できますが、新しいクライアントログインは禁止されます。 

Queueクライアントのログインアクセスの［有効化］と［無効化］

1 Administration Manager にログインします。

2 ［管理］メニューオプションをクリックします。

3 メインパネルに、［モジュール］→［Queue］が表示されます（初期
設定）。

4 メインパネルの［ステータス］には、Queueクライアントのログイ
ンの現在の状態が表示されます。ステータスは［使用可能］または
［使用不可］です。 

5 ［使用可能］の場合、［無効］がメインパネルの最下部に表示されま
す。［使用不可］の場合、［有効］が表示されます。
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6 ［無効］をクリックすると、以下のポップアップ画面が表示されます。

7 ［Yes］をクリックすると続行され、［No］をクリックすると設定が
キャンセルされます。短い完了メッセージが表示され、［ステータス］
の値が［使用可能］に変更されます。 

2
ご注意

Queueモジュールを無効にすると、すべてのQueue ユーザーはアプ
リケーションにログインできなくなります。このモジュールを無効にす
るのは、システムの使用率が最小のときに限定することをおすすめしま
す。

8 問題が解決されたら、［有効］をクリックします。短い完了メッセー
ジが表示され、［ステータス］の値が［使用不可］に変更されます。 
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3.2.2 ［注記］機能の使用
［管理］→［モジュール］→［Queue］が有効状態の場合、メインパネル
の［注記］セクションには、関連のメモを入力できます。

注記の［追加］または［編集］

1 Administration Manager にログインします。

2 ［管理］メニューオプションをクリックします。

3 メインパネルに、［モジュール］→［Queue］が表示されます（初期
設定）。

4 メインパネルの最下部に表示された［注記の編集］をクリックしま
す。表示されたテキストフィールドに、注記を入力できます。［注記
の編集］が［注記の保存］に変わります。

5 必要なコメントを入力します。使用する文字数に制限はありません。
入力の内容が表示領域を超える場合は、スクロールバーが表示されま
す。

6 画面を終了する場合は、［キャンセル］をクリックします。注記は保
存されません。

7 ［注記の保存］をクリックします。テキストフィールドが閉じて、メ
インパネルに注記が表示されます。

8 注記を編集または削除するには、必要に応じてこの手順を繰り返し、
テキストフィールドの内容を編集または削除します。

注記無しの状態

注記が追加された状態

テキストフィールドに
注記を入力する状態
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3.2.3 Queue およびDriver の実行ファイルのダウンロード
Printgroove Administration Manager が提供するURLのハイパーリン
クを使用すると、QueueクライアントとPrintgroove POD Driver の実
行ファイルをダウンロードしてローカルに保存できます。ダウンロードし
た実行ファイルは、再配布してローカルにインストールできます（Queue
の使用には適切なライセンスが必要です）。ファイルを再配布する前に、
QueueおよびDriver のユーザーズガイドを参照し、配布先のOSがサ
ポート対象であることを確認してください。

QueueクライアントとDriver の実行ファイルの［ダウンロード］

1 Administration Manager にログインします。

2 ［管理］メニューオプションをクリックします。メインパネルに
Queueモジュールが表示されます。

3 URLリンクをクリックします。Printgroove POD Queue Webク
ライアントが開きます。
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4 ［ユーティリティ］アイコンをクリックし、［ユーティリティ］画面を

表示します。

5 以下の値を入力します。

‒ ［ユーザ名］：

‒ ［パスワード］：

6 ［Printgroove POD Queueユーティリティにログイン］をクリッ
クします。Queueクライアントやドライバーのダウンロード画面が
表示されます。
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7 ダウンロードする実行ファイルを確認します。Queueクライアント

のファイルは1種類です。Printgroove POD Driver の場合は、
Driver をインストールするOSに基づき、32-bit、64-bit、MSI 
32-bit、MSI 64-bit、Mac などの異なる名前がファイルに付けられ
ています。

8 ハイパーリンクをクリックし、画面の指示にしたがって実行ファイル
をダウンロードします。

9 必要なファイルをダウンロードした後、画面右上の［X］をクリック
して、Printgroove Queue Web Utilities を閉じます。

10 実行ファイルをクリックしてインストールを開始します。必要に応じ
て、Printgroove PODクライアントやPrintgroove POD Driver
（後者はPrintgroove POD Queue クライアントへのジョブの送信
に使用）を使用するユーザーに実行ファイルを再配布します。
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3.2.4 ［システム］画面の表示
［管理］→［モジュール］→［システム］ページには、以下のサービスがあ
ります。

‒ ［PdfServer］：Queue によりPDFファイルの検査に使用され
ます。QueueのプリントジョブではPDF形式が必要です。

‒ ［Postgresql 9.2］：Administration Manager/Queue のデー
タの保存に使用されます。 

トラブルシューティングを実行する場合に、サービスの［再起動］または
［終了］が役立ちます。［再起動］をクリックすると、画面上のオプション
が［終了］に変更されます。［終了］をクリックすると、画面上のオプショ
ンが［再起動］に変更されます。

サービスの停止方法

［終了］オプションを使用できる場合は、サービスを停止できます。［終了］
オプションがない場合は、停止を実行するとWebやネットワーク上でシ
ステムが不安定なる、または使用できなくなることがあるため停止できま
せん。

1 Administration Manager にログインします。

2 ［管理］をクリックします。

3 ［モジュール］→［システム］の順に選択します。メインパネルに
［システム］が表示されます。

4 停止するサービスオプションを選択して、［終了］ハイパーリンクを
クリックします。

‒ ［PdfServer］：PDFサーバーが停止していると、ジョブは処理
できません。ただし、Queueクライアントにログインおよびア
クセスして、他の操作を行うことができます。
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サービスの再起動方法

1 Administration Manager にログインします。

2 ［管理］をクリックします。

3 ［モジュール］→［システム］の順に選択します。メインパネルに
［システム］が表示されます。

4 再起動する［サービス］オプションを選択して、［再起動］ハイパー
リンクをクリックします。

‒ ［PdfServer］：サービスの再起動中は、新しいユーザーが
Queueクライアントにログインできますが、PDFサーバーの再
起動が完了するまで、ジョブを処理することはできません。

‒ ［Postgresql 9.2］：サービスの再起動中は、［Windows］の
［サービス］コンソールに移動して、Printgroove POD Queue
サーバーを再起動するまで、新しいユーザーがQueue クライア
ントにログインできません。
http://www.postgresql.org/about/
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3.3 ［ライセンス］メニューオプションの使用方法
メニューの［ライセンス］をクリックすると、［ライセンス管理］のメイン
パネルが表示されます。

この画面には、以下の4つの情報や機能があります。 

‒ ［Printgroove POD Queueライセンス］表：この表には、すべ
ての有効なライセンスが、ライセンスごとの詳細と一緒に表示さ
れます。有効なライセンスがない場合、この表は空白で表示され
ます。Queueを使用するには、ライセンスの登録手順を実行し
てください。

‒ ［ライセンス登録］ボタン：ライセンス登録の手順を開始します。

‒ ［ライセンスのインポート］ボタン：Administration Manager
にライセンスをインポートできます。これは、ライセンスの登録
手順の一部です。

‒ ［削除］：有効なライセンスが表示されている場合にだけ表示され
ます。クリックすると、有効なライセンスの削除手順を開始しま
す。

3.3.1 ライセンスの登録
登録手順を開始する前に、コニカミノルタサービス実施店から提供される
［ライセンスキー］を確認してください。個別に発行されたライセンスキー
がコニカミノルタサービス実施店から提供されています。

ライセンスキーを入手すると、Administration Manager を起動して、登
録手順を開始できます。Administration Manager での登録手順中に生成
されたファイルは、コニカミノルタのWebサイトにアップロードして、
有効化をする必要があります。ファイルをアップロードし、確認された後
に有効なレスポンスファイルを受け取ることができます。レスポンスファ
イルをインポートし、ライセンスのアクティベーション手順を完了します。
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ライセンスについて

Printgroove POD Queueのライセンスには、［Regular］、［SSL］、お
よび［NFR］の 3種類があります。［SSL］と［NFR］はコニカミノルタ
の外部には配布されないため、ここでは説明しません。

Regular ライセンス

このライセンスパッケージには、［ライセンスキー］が1つ付属していま
す。アクティベーションを行うと、ライセンス管理の表にライセンスパッ
ケージが1つのエントリとして表示されます。

［モジュール］列には、ライセンスが付与されているさまざまなコンポーネ
ントがすべてリスト表示されます。標準の［Regular］ライセンスは、ラ
イセンスが付与された以下のコンポーネントを含みます。 

‒ ［ユーザー］：最大5個のQueueクライアントをインストールで
きます。

‒ ［Device］：Queueクライアント 1個あたり最大5台のプリン
ターを使用できます。

‒ ［ジョブ］：インストールされたQueue クライアント 1個あたり
のジョブ数は制限されていません。
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［Regular］ライセンスを使用している場合は、以下の［Optional］ライ
センスも追加できます。 

‒ ［クラスタ］：インストールされた5個のQueueクライアントす
べてについてクラスタのサポートを有効にします。このオプショ
ンは、［Regular］ライセンスとは別のエントリとしてライセンス
管理表に表示されます。 

‒ ［Device］：最大 5個の［Device］ライセンスを追加できます。
各ライセンスではプリンタを1台追加でサポートします。
［Device］ライセンスを追加すると、［Regular］ライセンスと
は別のエントリとしてライセンス管理表に表示されます。

以下の画面に示す［Regular］ライセンス管理表では、5個の［Device］
ライセンス、1個の［クラスタ］ライセンスが登録されています。
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登録のルールと概要

この手順を開始するには、［ライセンスキー］が必要です。ライセンスキー
は、コニカミノルタサービス実施店から提供されています。次の手順に進
む前に、24桁のライセンスキーがあることを確認してください。

［ライセンスキー］は、［Regular］ライセンスに対して発行されます。
［Regular］ライセンスがある場合は、［クラスタ］ライセンスや最大5個
の［Device］ライセンスを追加購入できます。これらは［Optional］ラ
イセンスとみなされますが、登録が必要です。

［Optional］ライセンスがある場合は、先に［Regular］ライセンスを登
録し、次に［Optional］ライセンスを登録してください。［Regular］ラ
イセンスが有効になり、Printgroove Queueの機能が正しく動作するこ
とを確認した後、購入した［クラスタ］ライセンスや、最大5個までの
［Devices］ライセンスなどの［Optional］ライセンスを登録できます。 

手順にしたがって登録を完了しますが、ここに示されている手順は、登録
手順の基本的な概要です。

‒ ご購入された［Optional］ライセンスには、コニカミノルタサー
ビス実施店から個別の［ライセンスキー］が提供されています。
入手した［ライセンスキー］は、以下に示す手順にしたがって、
個別に［Optional］ライセンスを登録してください。

‒ この手順では、bin 形式のファイルを生成します。このファイル
は操作しているコンピューターのローカルフォルダに保存します。
保存した場所を忘れないようにメモしておいてください。 

‒ 7 日以内に、これらの手順に示されたコニカミノルタのWebサ
イトにアクセスし、bin 形式のファイルをアップロードして有効
化をしてください。有効化が正しく完了すると、コニカミノルタ
によりbin 形式のレスポンスファイルが生成されます。このファ
イルをローカルフォルダに保存し、保存した場所をメモしておい
てください。

‒ 最後に、Printgroove Administration Manager に戻り、受け
取ったbin 形式のレスポンスファイルをインポートします。これ
によりライセンスのアクティベーションが実行されます。 
Printgroove POD Administration Manager 3-14



Administration Manager の使用方法 3

ライセンスの登録手順

1 Administration Manager にログインします。

2 ［ライセンス］メニューオプションをクリックします。

3 メインパネルで［ライセンス登録］をクリックします。ライセンス登
録の画面が表示されます。

4 このページには、以下の3つのボタンがあります。

- ［クリア］：［ライセンスキー］フィールドに入力した値が削除され
ます。

- ［戻る］：［ライセンス管理］のメインパネルに戻ります。

- ［登録］：この後の手順で説明するように、登録プロセスが開始さ
れます。

5 ［ライセンスキー］に、コニカミノルタサービス実施店から提供され
た値を入力します。ドキュメントに記載されているとおりに値を入力
してください。［登録］をクリックします。

6 入力された［キー］が無効な場合や、すでに登録済みでアクティベー
ションが完了している場合は、エラーメッセージが表示されライセン
スの状態が確認できます。［キー］が無効な場合は、速やかにコニカ
ミノルタサービス実施店にご連絡ください。
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7 入力された［キー］が有効で、アクティベーションが実行されていな

い場合は、［LicenseRequest.bin］ファイルが生成されます。.bin
ファイルを保存するかどうかを尋ねるポップアップ画面が表示されま
す。

8 保存場所を選択します。保存場所をメモし、［OK］をクリックしま
す。ファイルが保存されます。

2
ご注意

.bin ファイルの有効期限は、7日間です。ファイルの生成後は、7日以
内に次の手順を必ず実行してください。

9 https://licensemanage.com/PPOffline/ に移動します。［ライセンス
認証］画面が表示されます。
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10［参照］をクリックし、手順8で保存した［LicenseRequest.bin］

ファイルを選択します。［OK］をクリックします。［参照］フィール
ドに、ファイルへのパスが表示されます。

11［開始］をクリックします。認証が開始されます。認証が正しく完了
すると、［LicenseRequest-Res.bin］ファイルが生成されます。
.bin ファイルを［保存］するかどうかを尋ねるポップアップ画面が表
示されます。

12 保存場所を選択します。保存場所をメモし、［OK］をクリックして
ポップアップ画面を閉じます。ファイルが保存されます。

13 https://licensemanage.com/PPOffline/ を閉じます。

14「「ライセンスのインポート」（p. 3-17）」に進み、手順を完了してく
ださい。

3.3.2 ライセンスのインポート
受け取った［LicenseRequest-Res.bin］ファイルをPrintgroove 
POD Administration にインポートし、登録プロセスを完了します。

［LicenseRequest-Res.bin］ファイルの保存場所を忘れないようにして
ください。このファイルの保存場所は、以下の手順で必要になります。

ライセンスのインポート方法

1 Administration Manager にログインします。

2 ［ライセンス］メニューオプションをクリックします。

3 メインパネルで［ライセンスのインポート］をクリックします。［ラ
イセンスのインポート］画面が開きます。
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4 このページには、以下の4つのボタンがあります。

- ［クリア］：［ライセンスキー］フィールドに入力した値が削除され
ます。

- ［戻る］：［ライセンス管理］のメインパネルに戻ります。

- ［参照］：この後の手順で説明するように、
［LicenseResponse.txt］ファイルの場所を指定します。

- ［インポート］：この後の手順で説明するように、
［LicenseResponse.txt］ファイルをインポートします。

5 ［参照］をクリックします。ナビゲーション画面が表示されます。

6 ファイルの保存場所を参照し、［LicenseRequest-Res.bin］ファ
イルを選択します。［ライセンスのインポート］画面で［インポート］
をクリックします。 

7 問題がある場合は、画面にポップアップメッセージが表示され、［イ
ンポート］の失敗に関する詳細が表示されます。 

8 選択した LicenseRequest-Res.bin ファイルが正しくインポート
されると、ライセンスのインポートを確認するポップアップメッセー
ジが表示されます。
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9 ［No］をクリックすると、処理がキャンセルされます。［Yes］をク

リックすると、［ライセンスのインポート確認］画面が表示されます。

10 登録されたライセンスの情報が表形式で表示されます。

11［登録］をクリックします。

12 ライセンスが登録され、ライセンスの管理画面に戻ります。新しくア
クティベーションされたライセンスの情報が表形式で表示されます
（表の詳細は、「「ライセンスについて」（p. 3-12）」をご覧ください）。

13［戻る］をクリックする、アプリケーションを閉じる、または［登録］
をクリックせずにこのページを閉じると、情報がクリアされ、ライセ
ンスのアクティベーションが実行されません。この場合は、インポー
ト手順を最初から繰り返し、ライセンスをアクティベーションする必
要があります。

3.3.3 ライセンスの削除
表に有効なライセンスが表示されている場合は、それらのライセンスを無
効にできます。ライセンスを［削除］すると、［LicenseResponse.bin］
ファイルが生成されます。［LicenseResponse.bin］ファイルの保存場
所を忘れないようにしてください。このファイルの保存場所は、以下の手
順で必要になります。

Regular ライセンスのアンインストール

追加された［Optional］ライセンスがある場合（クラスタライセンス1
個、Devices ライセンス 1～ 5個）、［Regular］ライセンスをアンイン
ストールする前に、それらのライセンスをアンインストールする必要があ
ります。［Optional］ライセンスをすべて削除する前に［Regular］ライ
センスをアンインストールすると、上記のアンインストール条件を説明す
るメッセージが表示されます。
Printgroove POD Administration Manager 3-19



Administration Manager の使用方法 3

ライセンスの削除手順

1 Administration Manager にログインします。

2 ［ライセンス］メニューオプションをクリックします。

3 メインパネルで、削除する行にある［削除］をクリックします。確認
画面が表示されます。

4 ［Yes］をクリックすると有効なライセンスが削除され、［No］をク
リックすると削除がキャンセルされます。［Yes］をクリックすると、
［LicenseRequest.bin］ファイルが生成されます。.bin ファイルを
［保存］するかどうかを尋ねるポップアップ画面が表示されます。

5 ［保存］場所を選択します。保存場所をメモし、［OK］をクリックし
ます。ファイルが保存されます。
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6 https://licensemanage.com/PPOffline/ に移動します。［ライセンス

認証］画面が表示されます。

7 ［参照］をクリックし、手順5で保存した［LicenseRequest.bin］
ファイルを選択します。［OK］をクリックします。［参照］フィール
ドに、ファイルへのパスが表示されます。

8 ［開始］をクリックします。認証を開始します。認証が完了すると、
ライセンスの無効化が完了したことを示すメッセージが表示されま
す。

9 完了後、https://licensemanage.com/PPOffline/ を終了します。
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3.4 ［ログ］メニューオプションの使用方法
Printgroove は、システムのすべての動作を記録します。この動作は、ロ
グファイルとしてサーバーに保存されます。システム管理者は、［ログ］メ
ニューを使用して、これらのログファイルを表示、ダウンロードして、セ
キュリティやトラブルシューティングに役立てることができます。

3.4.1 ログ：［ファイル］：表示とダウンロード
メニューの［ログ］をクリックすると、2階層目のメニューの［ファイル］
と［ビューワ］が表示されます。

［ファイル］を選択すると、メインパネルにモジュールリストの選択肢
［Queue］、［PdfServer］、［Postgresql］、［Backup & Restore］が表
示されます。初期設定では、［Queue］が選択され、メインパネルに表示
されています。
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ログ［ファイル］の表示およびダウンロード手順

1 Administration Manager にログインします。

2 ［ログ］→［ファイル］をクリックします。メインパネルに
［Queue］のログが表示されます。

3 特定のファイルにアクセスするには、モジュールリストオプションの
［Queue］（初期設定）、［PdfServer］、［Postgresql］、または
［Backup & Restore］を選択します。選択されたオプションのファ
イルがメインパネルに表示されます。

4 ［モジュール］にファイルがない場合、この部分は空白になります。
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5 ログファイルをダウンロードするには、ファイルの名前をクリックし

ます。名前にハイパーリンクが設定されクリックすると、ポップアッ
プ画面が表示されます。

2
ご注意

ファイル名と拡張子をメモしておくと、後で簡単にアクセスできます。

6 ファイルの［保存］を選択して［OK］をクリックします。ポップ
アップ画面が閉じます。選択したファイルがローカルフォルダに保存
され、必要に応じて表示できるようになります。

3.4.2 ログ：［ビューワ］メニューオプション
［ログ］→［ビューワ］をクリックすると、モジュールリストに
［Queue］、［PdfServer］、［Postgresql］、［Backup & Restore］が表
示されます。初期設定では、［Queue］が選択され、メインパネルに表示
されています。
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ログファイルの表示方法

1 Administration Manager にログインします。

2 ［ログ］→［ビューワ］をクリックします。メインパネルに
［Queue］のログが表示されます。

3 特定のログファイルのセットを表示するには、モジュールリストオプ
ションの［Queue］（初期設定）、［PdfServer］、［Postgresql］、
または［Backup & Restore］を選択します。選択したモジュール
の最新のログファイルがメインパネルに表示されます。

4 ［モジュール］にファイルがない場合、この部分は空白になります。

5 ファイルが表示領域より大きい場合は、スクロールバーが表示され、
すべての内容を確認できるようになります。
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3.5 ［設定］メニューオプションの使用方法
［設定］メニューを使用すると、Printgroove サーバーのEメールや
LDAPシステムの初期設定値を設定できます。

メニューの［設定］をクリックすると、2階層目のメニューの［Eメール］
と［LDAP］が表示されます。 

初期設定では、［Eメール］が選択されています。メインパネルのモジュー
ルリストはありません。

3.5.1 ［設定］→［Eメール］オプション
［設定］→［Eメール］オプションを使用すると、Queue サーバーがシス
テム関連のEメールを送信できるように、SMTP E メールサーバーを設定
できます。

［Eメール］の設定方法

1 Administration Manager にログインします。

2 ［設定］→［Eメール］をクリックします。メインパネルに［設定：
Eメール］画面が表示されます。初期設定では、すべての項目が設定
されていません。

3 ［システムのEメールアドレス］フィールドに入力します。これは、
システムが送信するEメールの［送信者］のアドレスになります。 

4 ［SMTPサーバーアドレス］フィールドに入力します。使用している
Eメールサーバーの値を入力します。

5 ［ポート］フィールドに入力します。使用しているEメールサーバー
の値を入力します。
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6 ［署名］フィールドに入力します。Eメールの送信者の名前です。

7 Eメールアカウントへのアクセスに認証を必要としない場合は、［認
証］の値を初期設定の［無し］のままにします。

8 認証が必要な場合は、［認証］ドロップダウンリストから［必要］を
選択します。［ユーザー名］と［パスワード］の2つのフィールドが
追加されます。Eメールホストが使用する値を入力します。必要に応
じて、［SMTPサーバーアドレス］フィールドに入力して、Eメール
ホストが使用する値を設定します。

9 ［テスト］をクリックして、設定を確認します。［テストアカウント］
画面が表示されます。

10 以下の2つのステップでテストが実行されます。 

11［SMTPサーバーへのPing］：［Ping］をクリックして、SMTP
サーバーのアドレスを検証します。Ping の実行中は、タイマーが表
示されます。Ping を終了する場合は、［キャンセル］をクリックしま
す。Ping が完了すると、画面に成功または失敗のメッセージが表示
されます。 

12［テストメールの送信］：［システムのEメールアドレス］に入力した
アドレスが、［送信者］フィールドに表示されます。［受信者］フィー
ルドにアドレスを入力します。これはテストメールの送信先アドレス
です。
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13［送信］をクリックしてテストメールを送信する、または［キャンセ

ル］をクリックしてテストメールの送信をキャンセルします。

14 画面に成功または失敗のメッセージが表示されます。

15 変更を適用するには、［保存］をクリックします。

16 すべてのフィールドを初期設定に戻すには、［リセット］をクリック
します。

3.5.2 設定：［LDAP］メニューオプション
Printgroove では、［Active Directory］や他にサポートされている［ロ
グイン認証］オプション（［OpenLDAP］など）と［LDAP］を併用でき
ます。 

［設定］→［LDAP］をクリックすると、メインパネルに LDAP画面が表
示されます。なお、メインパネルのモジュールリストはありません。

Active Directory 認証で［LDAP］を使用する方法

Printgroove でMicrosoft Active Directory LDAPサーバーを使用する
場合は、このオプションを使用します。このオプションでは、Printgroove
システムが使用するユーザー認証に既存の LDAPベースのシステムを設定
します。Printgroove で有効なユーザーとみなされた各ユーザーは、LDAP
サーバーで認証できます。 

この設定を使用してユーザーがPrintgroove にログインすると、データが
Active Directory LDAPサーバーに渡されて認証が実行されます。ユー
ザー名とパスワードが有効な場合は、Printgroove へのログインが許可され
ます。

LDAP認証を使用する場合は、最初にPrintgrooveでユーザーのアカウン
トを作成する必要があります。これにより、ユーザーアカウントに正しい権
限が関連付けられます。最初にPrintgroove でユーザーアカウントを作成
しないと、LDAPユーザーはログインできません。
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Printgroove と企業のLDAPサーバーの両方にユーザーが登録されていな
い場合は、ログイン認証が正しく動作しません。

Printgroove と顧客のLDAPシステム間で実行されるこの認証方法は、現
在SSL暗号化をサポートしていません。顧客側のネットワーク環境を計画
する場合は、この制限を考慮に入れてください。Microsoft Active 
Directory やOpen LDAPを使用した認証には対応していません。

1 Administration Manager にログインします。

2 ［設定］→［LDAP］をクリックします。メインパネルに［設定：
LDAP］オプションが表示されます。

3 ［LDAPの使用］ドロップダウンメニューから、［Active Directory
認証］を選択します。［Active Directory 認証］フィールドが表示さ
れます。

4 初期設定では、すべての項目が設定されていません。

5 ［ホストアドレス］フィールドに、LDAPサーバーのホスト名または
IPアドレスを入力します。
Printgroove POD Administration Manager 3-29



Administration Manager の使用方法 3

6 ［ポート］フィールドに、LDAPサーバーが使用するポートを入力し

ます（初期設定は389）。

7 ［ドメイン名］フィールドに、ユーザーが所属するドメインを入力し
ます。

8 ［テスト］をクリックして、設定を確認します。［テストアカウント］
フィールドが表示されます。

9 ［ユーザー名］と［パスワード］にアカウントの値を入力します。

10［送信］をクリックしてテストメールを送信する、または［キャンセ
ル］をクリックしてテストメールの送信をキャンセルします。

11 画面に成功または失敗のメッセージが表示されます。

12 変更を適用するには、［保存］をクリックします。

13 すべてのフィールドを初期設定に戻すには、［リセット］をクリック
します。
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［LDAP］ログイン認証の使用方法

Printgroove で、Open LDAPなど一般的な種類の LDAPサーバーを使
用する必要がある場合は、このオプションを使用します。

Printgroove ログイン認証は、ユーザーとして LDAPサーバーにログイ
ン試行します。LDAPツリーに保存されたユーザーは、読み取り専用アク
セスの権限でログインできます。LDAPサーバーにログインできるユー
ザーは、Printgroove の有効なユーザーであるとみなされます。

1 Administration Manager にログインします。

2 ［設定］→［LDAP］をクリックします。メインパネルに［設定：
LDAP］オプションが表示されます。

3 ［LDAPの使用］ドロップダウンメニューから、［ログイン認証］を
選択します。［ログイン認証］フィールドが表示されます。

4 初期設定では、すべての項目が設定されていません。

5 ［ホストアドレス］フィールドに、LDAPサーバーのホスト名または
IPアドレスを入力します。

6 ［ポート］フィールドに、LDAPサーバーが使用するポートを入力し
ます（初期設定は389）。

7 ユーザーアカウントが保存される LDAPツリーのブランチを入力し
ます。これは、ログイン試行時に［ユーザーツリールート］フィール
ドのユーザー名に付加されます（例：uid = joeuser、ou = 
people、dc = sec、dc = net）。

8 ユーザー識別情報（例：uid = joeuser）が含まれた LDAPツリー
の［ユーザーネームフィールド］に入力します。
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9 ［テスト］をクリックして、設定を確認します。［テストアカウント］

フィールドが表示されます。

10［ユーザー名］と［パスワード］にアカウントの値を入力します。

11［送信］をクリックしてテストメールを送信する、または［キャンセ
ル］をクリックしてテストメールの送信をキャンセルします。

12 画面に成功または失敗のメッセージが表示されます。

13 変更を適用するには、［保存］をクリックします。

14 すべてのフィールドを初期設定に戻すには、［リセット］をクリック
します。
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3.6 ［バックアップ］メニューオプションの使用方法
［バックアップ］メニューオプションを使用すると、Printgroove Queue
によって保存または使用されたデータをバックアップできます。このデー
タには、ジョブやジョブの関連ファイルが含まれます。 

Ubuntu ベースのQueue/Administrator を使用して作成されたバック
アップファイルは、Windowsバージョンの場合は古いOSのバックアッ
プファイルから復元できます。

Printgroove サーバーに保存されたデータは、サイズが大きくなる可能性
があります。このデータを安全に保存するために、バックアップシステム
はバックアップデータを保存先のストレージメディアのサイズに応じて分
割し保存します。（直接DVDにバックアップされませんが、DVD用の一
時ファイルディレクトリを使用します）。

バックアップ機能は、顧客データの復元が必要な場合に使用します。復元
時は、レスキューDVDを使用してインストールが必要なパッチを読み込
み、データを復元します。

メニューの［バックアップ］には、2階層目のメニューおよびモジュール
リストのオプションはありません。

3.6.1 ［バックアップ］の設定方法

1 Administration Manager にログインします。

2 ［バックアップ］をクリックします。メインパネルに［システムバッ
クアップ］画面が表示されます。
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3 初期設定では、すべての項目が設定されていません。

4 ［メディアサイズ］オプションは、初期設定の［DVD(4GB)］が選択
されています。この値は、セグメントごとの最大ファイルサイズの設
定に使用されます。この項目を変更することはできません。

5 ［Eメール通知］セクションで、［送信先アドレス］と［送信元アドレ
ス］のテキストフィールドに値を入力します。Printgroove は、
バックアップステータスに関する通知をEメールで［送信先アドレ
ス］に送信します。 

6 バックアップのファイルセットは、指定されたディレクトリに保存さ
れます。DVDに保存する場合は、このファイルセットをコピーする
必要があります。バックアップセットを一時保存場所に送信するに
は、以下のフィールドにサーバー情報を入力します。

‒ ［ドメイン名］：サーバーが置かれているネットワークドメインの
名前。

‒ ［IP アドレス］：Windows サーバーの IPアドレス（例：
12.34.56.78）。

‒ ［共有フォルダ名］：一時保存ディレクトリの名前（パスではなく、
フォルダ名のみを入力します）。

‒ ［ユーザー名］：Windowsサーバーへの書き込みアクセス権限を
持つアカウントのユーザー名。

‒ ［パスワード］：Windowsアカウントのパスワード。

7 ［接続確認］：設定が有効であることを確認します。画面に成功または
失敗のメッセージが表示されます。

8 入力した値を削除し、フィールドの値を初期設定に戻すには、［クリ
ア］をクリックします。確認画面が表示されます。

9 設定が有効になると、［クリア］オプションは使用できなくなり、画
面に表示されません。

10 バックアッププロセスは、指定した間隔で自動的に実行されるように
スケジュールを設定できます。自動機能を使用しない場合は、［無し］
（初期設定）のままにします。 

11 バックアップのスケジュールを設定するには、［実行スケジュール］
ドロップダウンメニューから間隔（［毎日］、［毎週］、［毎月］）を選択
します。
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12 バックアップの詳細画面が表示されます。以下の例では、［毎週］オ

プションが選択され、毎週土曜日の午前1時にバックアップのスケ
ジュールが設定されています。

2
ご注意

バックアップの実行中はPrintgroove システムにアクセスできないた
め、バックアップはユーザーが一定期間操作しない夜間や週末にスケ
ジュールを設定する必要があります。

13［有効］をクリックしてシステムのバックアップを設定する、または
［キャンセル］をクリックして設定を取り消します。

14 画面に成功または失敗のメッセージが表示されます。

15 変更を保存するには、［保存］をクリックします。
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3.6.2 ［バックアップ］設定のメッセージ
バックアップが実行されるたびに、システムのバックアップ設定で指定さ
れた送信先にEメールが送信されます。以下のいずれかのメッセージが送
信されます。

バックアップは成功しました。

バックアップが成功すると、「バックアップは成功しました .msg」という
件名のEメールが送信されます。

バックアップは失敗しました。

バックアップが失敗すると、「バックアップは失敗しました .msg」という
件名のEメールが送信されます。Eメールは、以下の形式で送信されます。

Eメールの本文には、以下のいずれかの該当するエラーメッセージが表示
されます。

‒ バックアップ保存先の容量が足りません。

‒ 指定されたユーザアカウントは無効化されています。

‒ アクセスが拒否されました。

‒ サーバメモリ (RAM) が不足しています。
Printgroove POD Administration Manager 3-36



Administration Manager の使用方法 3

‒ 指定された保存先へのファイル書き込み中にエラーが発生しまし
た。

バックアップは成功しました (警告あり )。

バックアップが完了しても、処理中にエラーが発生した場合は、「バック
アップは成功しました (警告あり ).msg」という件名のEメールが送信さ
れます。Eメールは、以下の形式で送信されます。

Eメールの本文には、以下の該当する説明が1つ以上表示されます。説明
が2つ以上ある場合は、それぞれ 1行ずつ表示されます。

‒ サーバ設定ファイル

‒ ジョブ関連ファイル

‒ PDFサーバログ

‒ PostGreSQLログ

‒ Printgroove POD Queueデータベース

‒ Administration Manager データ
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3.7 ［復元］メニューオプションの使用方法
Printgroove の情報が失われた場合は、［復元］メニューオプションを使用
して、指定したバックアップファイルからPrintgroove を復元できます。

2
ご注意

復元を使用するには、指定されたバックアップオプションが有効で、
バックアップレコードが作成されている必要があります。バックアップ
を有効にする方法については、32ページの「［バックアップ］の設定方
法」をご覧ください。

3.7.1 ［復元］の設定方法

1 Administration Manager にログインします。

2 ［復元］をクリックします。メインパネルに［システムの復元］画面
が表示されます。

3 初期設定では、すべての項目が設定されていません。

4 ［Eメール通知］セクションで、［送信先アドレス］と［送信元アドレ
ス］のテキストフィールドに値を入力します。Printgroove は、復
元のステータスに関する通知をEメールで［送信先アドレス］に送
信します。［送信元アドレス］は、［送信者］フィールドに表示される
値です。 
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5 Printgroove にデータを復元するには、実行可能なバックアップの

作成時に実行されていた同じバージョンのソフトウェアが実行されて
いる必要があります。バックアップの作成時に使用した値を［ドメイ
ン名］、［IPアドレス］、［共有フォルダ名］に入力し、バックアップ
されたすべてのセグメントをWindows 共有フォルダに置きます。

6 バックアップのファイルセットは、リモートの場所に保存されます。
この場所は、［システムバックアップ］画面で指定します。バック
アップデータにアクセスするには、［システムバックアップ］画面で
入力した値を以下のフィールドに入力します。

‒ ドメイン名

‒ IP アドレス

‒ 共有フォルダ名

‒ ユーザー名

‒ パスワード

7 値の入力後、［接続確認］をクリックします。Windows共有フォル
ダに接続され、Printgroove により書き込みアクセスおよびバック
アップセグメントの整合性が確認されます。（少し時間がかかる場合
があります。）

8 接続確認が正しく完了すると、［復元］がクリックできるようになり
ます。［復元］をクリックして、復元を実行します。数分以内に開始
されます。復元が完了すると、［送信先アドレス］に指定したユー
ザーにEメールが送信されます。

2
ご注意

バックアップのファイルセット以外のファイルを、共有フォルダに置か
ないでください。上記のWindows 共有フォルダに、バックアップ以
外のファイルが置かれていないことを確認してください。
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3.7.2 ［復元］設定のメッセージ
復元が実行されるたびに、システムの復元設定で指定された送信先にE
メールが送信されます。以下のいずれかのメッセージが送信されます。

リストアは成功しました。

復元が正しく完了すると、「リストアは成功しました .msg」という件名の
Eメールが送信されます。

リストアは失敗しました

復元が失敗すると、「リストアは失敗しました .msg」という件名のEメー
ルが送信されます。Eメールは、以下の形式で送信されます。

Eメールの本文には、以下のいずれかの該当するエラーメッセージが表示
されます。

‒ Backup.zip ファイルが取得できませんでした。

‒ Backup.zip ファイルが破損している可能性があります。
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リストアは正常に完了しました (警告あり )。

復元が完了しても、処理中にエラーが発生した場合は、「リストアは成功し
ました (警告あり ).msg」という件名のEメールが送信されます。Eメー
ルは、以下の形式で送信されます。

Eメールの本文には、以下のいずれかの該当するエラーメッセージが表示
されます。

‒ バックアップファイルに JobDocフォルダが存在しません。

‒ バックアップファイルにPDFサーバログフォルダが存在しませ
ん。

‒ バックアップファイルにPostGreSQLログフォルダが存在しま
せん。

‒ バックアップファイルにTomcat ログフォルダが存在しません。

‒ バックアップファイルに設定ファイルフォルダが存在しません。
Printgroove POD Administration Manager 3-41



Administration Manager の使用方法 3
3.8 ［リーガル情報］メニューオプションについて
［リーガル情報］メニューオプションを使用すると、Printgroove Queue
サーバーに関連するコニカミノルタ製品とサードパーティ製品のすべての
ライセンスを確認できます。

1 Administration Manager にログインします。

2 ［リーガル情報］メニューオプションをクリックします。メインパネ
ルに［リーガル情報］画面が表示されます。

3 必要に応じて、スクロールして表示します。
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お問い合わせは

■ 販売店連絡先

■ 保守・操作・修理・サポートのお問い合わせ
この商品の保守・操作方法・修理・サポートについてのお問い合わせは、お買い上げの販売店、サー
ビス実施店にご連絡ください。

〒105-0023  東京都港区芝浦1-1-1
当社についての詳しい情報はインターネットでご覧いただけます。 http://bj.konicaminolta.jp

当社に関する要望、ご意見、ご相談、その他お困りの点などございましたら、お客様相談室にご連絡ください。
お客様相談室電話番号 フリーダイヤル : 0120-805039（受付時間 : 土、日、祝日を除く9:00～12:00 / 13:00～17:00）

《販売店 連絡先》

販売店名

電話番号

担当部門

担当者

TEL

《保守・操作・修理・サポートのお問い合わせ先》
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